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●保険料の一部免除とは
　国民年金の保険料には、本人・世帯主・配偶者の前年の所得が一定額以下の場合には、申請して承
認されると納付が免除される制度があります。免除額には、全額免除・４分の３免除・半額免除・４分
の１免除の４種類があります。このうち全額免除以外は免除を受けた保険料の残りの保険料、つまり
免除されていない保険料は納めなければなりません。この保険料の納付を怠ると免除が承認されて
いても、「保険料未納期間」となってしまいますので、注意が必要です。
【４分の３免除】
　毎月の保険料の４分の３が免除。令和元年度の場合は、月額１２，３１０円が免除され、残りの４，１
００円は納付しなければなりません。
【半額免除】
　毎月の保険料の半額が免除。令和元年度の場合は、月額８，２１０円が免除され、残りの８，２００
円は納付しなければなりません。　　
【４分の１免除】
　毎月の保険料の４分の１が免除。令和元年度の場合は、月額４，１００円が免除され、残りの１２，３
１０円は納付しなければなりません。

●保険料の納期限
　国民年金の保険料には納期限があります。毎月の保険料は、翌月末日までに納付しなければなり
ませんが、未納のまま２年が経過すると、時効によって保険料を納めることができなくなります。これ
は、保険料の一部免除を受けた場合も同様ですのでご注意ください。
※平成27年10月から実施されていた保険料の納付期間を５年に延長する特例措置、「５年後納制　
　度」は、平成30年９月30日をもって終了しました。

　上三川町では、平成27年３月に『上三川町子ども・子育て支援事業計画』を策定し、子どもたちが健やかに生
まれ育ち、誰もが安心して子育てができる町づくりを推進してきました。
　このたび第２期計画策定に向けて素案をとりまとめましたので、公表し、町民皆さんからのご意見等を募集し
ます。お寄せいただいたご意見等は、内容ごとに整理・分類し、町の考え方をつけて公表します。なお、個々のご
意見等に対して直接回答は行いませんので、あらかじめご了承願います。

▶公表する資料＝「第２期上三川町子ども・子育て支援事業計画(素案)」

▶意見募集期間＝令和元年12月11日(水)～令和２年１月 10日(金)午後５時15分

▶資料閲覧期間＝令和元年12月11日(水)～令和２年１月 10日(金)

▶資料の閲覧方法＝町ホームページのほか、役場町民ホール、中央公民館、子ども家庭課窓口にてご覧になれま
　　　　　　　　　す。

▶意見等を提出できる方＝町内に居住・通勤・通学する方、本町で事業活動を行う個人・法人等、その他本案件
　　　　　　　　　　　　に利害関係を有する個人・法人等

▶意見の提出方法＝意見等提出に係る詳細については、閲覧窓口や町ホームページによる掲載にてお知らせし
　　　　　　　　　ます。
※なお、ご意見等は口頭・電話では受付できません。
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一部免除をうけたときは
残りの保険料の納付を忘れずに

第２期子ども・子育て支援事業計画（素案）に関する
パブリックコメントを実施します
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●保険料の一部免除とは
　国民年金の保険料には、本人・世帯主・配偶者の前年の所得が一定額以下の場合には、申請して承
認されると納付が免除される制度があります。免除額には、全額免除・４分の３免除・半額免除・４分
の１免除の４種類があります。このうち全額免除以外は免除を受けた保険料の残りの保険料、つまり
免除されていない保険料は納めなければなりません。この保険料の納付を怠ると免除が承認されて
いても、「保険料未納期間」となってしまいますので、注意が必要です。
【４分の３免除】
　毎月の保険料の４分の３が免除。令和元年度の場合は、月額１２，３１０円が免除され、残りの４，１
００円は納付しなければなりません。
【半額免除】
　毎月の保険料の半額が免除。令和元年度の場合は、月額８，２１０円が免除され、残りの８，２００
円は納付しなければなりません。　　
【４分の１免除】
　毎月の保険料の４分の１が免除。令和元年度の場合は、月額４，１００円が免除され、残りの１２，３
１０円は納付しなければなりません。

●保険料の納期限
　国民年金の保険料には納期限があります。毎月の保険料は、翌月末日までに納付しなければなり
ませんが、未納のまま２年が経過すると、時効によって保険料を納めることができなくなります。これ
は、保険料の一部免除を受けた場合も同様ですのでご注意ください。
※平成27年10月から実施されていた保険料の納付期間を５年に延長する特例措置、「５年後納制　
　度」は、平成30年９月30日をもって終了しました。

　上三川町では、平成27年３月に『上三川町子ども・子育て支援事業計画』を策定し、子どもたちが健やかに生
まれ育ち、誰もが安心して子育てができる町づくりを推進してきました。
　このたび第２期計画策定に向けて素案をとりまとめましたので、公表し、町民皆さんからのご意見等を募集し
ます。お寄せいただいたご意見等は、内容ごとに整理・分類し、町の考え方をつけて公表します。なお、個々のご
意見等に対して直接回答は行いませんので、あらかじめご了承願います。

▶公表する資料＝「第２期上三川町子ども・子育て支援事業計画(素案)」

▶意見募集期間＝令和元年12月11日(水)～令和２年１月 10日(金)午後５時15分

▶資料閲覧期間＝令和元年12月11日(水)～令和２年１月 10日(金)

▶資料の閲覧方法＝町ホームページのほか、役場町民ホール、中央公民館、子ども家庭課窓口にてご覧になれま
　　　　　　　　　す。

▶意見等を提出できる方＝町内に居住・通勤・通学する方、本町で事業活動を行う個人・法人等、その他本案件
　　　　　　　　　　　　に利害関係を有する個人・法人等

▶意見の提出方法＝意見等提出に係る詳細については、閲覧窓口や町ホームページによる掲載にてお知らせし
　　　　　　　　　ます。
※なお、ご意見等は口頭・電話では受付できません。
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や
公
的
年
金
な
ど
の
雑
所
得
、一
時
所

得
の
申
告
を
す
る
方
で
す
。

　
医
療
費
控
除
や
ふ
る
さ
と
納
税(

寄
付
金

控
除)

を
は
じ
め
す
べ
て
の
所
得
控
除
に
も

対
応
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
マ
ホ
専
用
画
面
以
外(
Ｗ
Ｅ
Ｂ

画
面)

で
も
、
ス
マ
ホ
で
申
告
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ス
マ
ホ
か
ら
確
定
申
告(

ｅ
－
ｔ
ａ
ｘ)

を
す
る
た
め
に
は
、以
下
の
方
法
が
あ
り
ま

す
。

①
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式

　
Ｉ
Ｄ(

利
用
者
識
別
番
号)

と
パ
ス
ワ
ー

ド(

暗
証
番
号)

の
事
前
取
得
が
必
要
で
す
。

お
近
く
の
税
務
署
に
本
人
確
認
書
類(

運
転

免
許
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等)

を
お

持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
、５
分
程
度
で
取
得
で

き
ま
す
。年
内
お
早
め
の
取
得
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応
ス
マ
ホ
を

お
持
ち
の
方
は
、ス
マ
ホ
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
読
み
込
み
、カ
ー
ド
取
得
時
に
設

定
し
た
暗
証
番
号
を
入
力
す
る
こ
と
で
、ｅ

－
Ｔ
ａ
ｘ
送
信
が
で
き
ま
す
。

※

詳
細
お
よ
び
対
応
ス
マ
ホ
に
つ
い
て
は
、

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

　
さ
い
。

　
毎
年
１
月
か
ら
３
月
は
、
多
く
の
方
が
税
務
署
に

来
署
し
ま
す
。

　
税
務
署
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
庁
舎
内
の
限
ら
れ
た

ス
ペ
ー
ス
の
み
と
な
り
ま
す
。

　
税
務
署
へ
お
越
し
の
際
は
、
自
家
用
車
で
の
来
署

を
お
控
え
い
た
だ
き
、
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

消
費
豆
知
識
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脚
立
・
は
し
ご
か
ら
の
転
落
に
注
意
！

事
例
1

事
例
2

　
　
　 

庭
の
柚
子
を
採
ろ
う
と
し
て
、は
し
ご
に
上
が
っ

た
と
こ
ろ
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、５
段
目
あ
た
り
か
ら
転
落
し

た
。痛
み
が
続
く
の
で
、病
院
を
受
診
す
る
と
、骨
盤
や
大
腿

骨
を
骨
折
し
て
お
り
、入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

・
脚
立
や
は
し
ご
か
ら
転
落
や
転
倒
し
て
骨
折
し
て
し
ま
う    

と
、 

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
寝
た
き
り
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。ま
た
、頭
部
な
ど
に
け
が
を
負
い
、後
遺
症
が
生
じ
る

こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

・
ま
だ
大
丈
夫
と
は
思
わ
ず
、高
所
で
の
作
業
は
事
業
者
等

に
依
頼
す
る
こ
と
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
加
齢
に
と
も
な

い
、誰
で
も
身
体
・
認
知
の
機
能
が
衰
え
て
き
ま
す
。無
理
を

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
作
業
は
一
人
き
り
で
は
行
わ
ず
、用
具
も
安
定
性
の
高
い

も
の
を
選
び
、使
い
方
に
つ
い
て
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

▼
相
談
日
時
＝
月
～
金
曜
日(

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く)

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

▼
相
談
場
所
＝
上
三
川
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　(

役
場
１
階
　
地
域
生
活
課
内)

▼
相
談
専
用
電
話
番
号
＝

　
☎
　
９
１
５
３
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30
分
か
ら
午
後
５
時
の
間

で
３
時
間
か
ら
７
時
間
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